[image: image1.jpg]


全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第１学年　　社会科（地理）

	２　ねらい
	・見通しをもって身近な地域の特色が表れた調査テーマを
設定して調査を行い、分かりやすい発表をする。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・学習を深めていくためには、課題を明らかにして学習を進める必要がある。その際、生活体験や資料・情報などを比較したり、見通しをもったりしながら課題を設定することが大切である。その課題設定が主体的であるほど深まりのある学習になる。
・本実践では、身近な地域に関する情報を資料などから収集し、調査テーマを設定する学習を行う。その活動を通して、地域の特色をとらえる視点や調査の方法を理解するとともに、自ら課題を発見し、調査が可能かどうかの見通しをもつ力を養う。

	主な学習活動
	時数

	・身近な地域を見直そう
	１

	· 「調査テーマを決めよう」
(1) 資料などから課題を発見し、見通しをもって調査テーマを設定することができる。
(2) キャリア教育としての目標

「課題対応能力」＜課題発見＞
	２

	・いろいろな方法で調べよう
	３

	・調査結果を整理・分析してまとめよう
	２

	・分かりやすい発表をして学び合おう
	１







調査テーマを決めよう
１　学年、教科・領域　　　中学校第１学年　　社会科（地理）
２　本時の目標

（1） 資料などから課題を発見し、見通しをもって調査テーマを設定することができる。

（２）「課題対応能力」＜課題発見＞
３　準備

　○　新旧地形図、地域の写真、統計資料
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　自分たちの住んでいる地域の特色を発表する。

・住宅地が多い。

・工場がある。
	○これまでの生活体験や知識から理解していることを発表させる。

	２　本時の課題を把握する。　　　


３　地形図から土地利用や建築物などを読み取る。
　・住宅地が密集していると思う。
　・寺がバランスよく散らばっていると思う。
４　写真や統計資料などから地域の

特色として読み取れることを再度
発表する。

・人口はだんだん増えている。
　・農作物の収穫量は昔と比べると減っている。
５　旧地形図と照らし合わせ、変化

しているところと変化していないところを見付ける。
　・道路や住宅地は大きく変化した

と思う。
	○実際に実地調査を行い、まとめの発表まで行うことを知らせる。
○正しく読図できているかを確認する。

○学習活動の１で発表された地域の特色と照らし合
わせて読み取らせる。
○調べてみて新たに分かったことを発表させる。

○変化した理由、変化していない理由を予想させ、テーマ設定に役立てる。

 

	６　特色のある点、変化した点、変化していない点に着眼し、調査テーマを考える。

　・工場ができた背景と地域への影響を調べよう。

　・農家の人の暮らしの変化を調べよう。
	◎資料から収集した情報を基に、自ら課題を発見し、実地調査が可能かどうか見通しをもって調査テーマを設定させる。

☆課題を発見し、調査可能なテーマを設定することができたか、学習プリントから判断する。














「身近な地域の調査」
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＜特別活動＞


身近な人への仕事インタビュー
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＜道徳＞


4-(8)


地域の一員として郷土を愛し、郷土のために寄与する気持ちを高める














地域の特色や変化を見て、調査テーマを決めよう





単元名





総合的な学習の時間


まとめ発表会





＜実地調査＞


・聞き取り


・観察





＜国語科＞


生活と言葉











